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研究成果の概要：

本研究では、若年者における脳機能変化を定量的に捉えることで、不安定性格の形成

過程（原因）および不安定性格の構成要素（症状）を抽出することを目的とした。方

法として、脳波を用いた脳機能および脈波を用いた自律神経機能を測定・解析し、ス

トレスとトラウマ（心の傷）に関する脳機能変化の定量化を行った。その結果、スト

レス時における脳機能活動は生体抵抗性と類似した傾向を示し、トラウマ保有者はト

ラウマを連想させる状況で脳機能が活性化することを示した。
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１．研究開始当初の背景

青年の社会不適応や若年者の非人道的か

つ残虐な犯罪は、大きな社会問題となってい

る。また、注意欠陥多動性障害や広汎性発達

障害などの精神的障害を引き起こしたり、些

細なことですぐに「キレる」子どもや「やる

気がない」子どもの増加が、重要な社会問題

となっている。精神安定度を構成する自己状

態のひとつには、「感情」があり、気分や情

動などを含む。感情がネガティブであると抑
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うつ的となり、不適切であると異常な怒りと

なることがある。また、精神安定度の別の構

成要素として、「意欲」があり、やる気やモ

チベーションなどとも呼ばれる。意欲がない

とひきこもりや社会的不適応となり、また、

意欲が異常な方向に向くと必要以上に攻撃

的になったり、自傷や自殺を引き起こすこと

がある。これらの精神不安定を引き起こす原

因は、本人の先天的な特性である「気質」に、

後天的な「環境」要因が加わった結果生じる、

その人特有の「性格」によるものが大きい。

重要な点は、これらの性格不安定は単に

「心の問題」というだけではなく、「脳機能

の変化」に問題が生じている可能性があると

いうことである。

２．研究の目的

性格安定度に関する２つの解決するべき問

題を目的とした。一つは、不安定な性格がど

の時期にどのような原因で形成されたのか

ということであり、もう一つは、不安定な性

格とは、どの点が問題であるかということで

ある。それらの問題を客観的・定量的に明ら

かにすることで、患者の治療をより効果的に

行うことが可能であると考えた。よって、本

研究では、「脳機能変化を定量的に捉えるこ

とで、不安定性格の形成過程（原因）および

不安定性格の構成要素（症状）を抽出するこ

と」を目的とした。その際、非定常解析を用

いた詳細な脳機能解析を行い、微細な脳の時

間的空間的変化を捉える。さらには、「若年

者のための脳機能診断システム」を構築する

ことで、本研究の結果を社会的にフィードバ

ックすることを目的とした。

３．研究の方法

本研究は、子どもの不安定性格の原因とその

構成要素を、ストレスおよびトラウマに関連

した情動刺激負荷時に、脳機能（脳波、脳磁

図）や自律神経機能（心電図、脈波、サーモ

グラフィ）を、測定・解析することで、定量

的に調べた。

４．研究成果

結果は次の通りである。

(1) 不快情動ストレス負荷時は、ストレス群
では脳波の相対パワースペクトル値が有意

に経時的減少を示し、非ストレス群では有意

な増加を示した。

(2) 自律神経機能では、非ストレス群はスト
レス群と比較して反応性がより高く、副交感

神経機能が有意に高いことが分かった。

(3) ストレス時における脳機能活動は生体抵
抗性と類似した傾向を示すことが分かった。

(4) 人間関係に関するトラウマ保有者は、人
間関係に関する刺激により、脳波の平均パワ

ースペクトル値が有意に高値を示した。

(5) 兵庫県出身者（震災経験者）の内、性格
不安定群において、地震タスク刺激下では、

脳波の平均パワースペクトル値が有意に高

値を示した。

(6) トラウマ保有者は、トラウマを連想させ
る状況で脳機能が活性化することを示した。
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